
e-ラーニング講座を配信中！ ぜひ豊富なメニューを視聴してください！！ 

 

★豊富な配信メニュー（次ページ参照）、今後も講座を増やしていきます 

★視聴方法は簡単 

ユーザーID とパスワードを入力すればすぐに視聴できます 

ユーザーID は日本社会福祉士が発行した全国通しの会員番号、パスワードは生涯研修制度管理シ

ステムのパスワードと同じです 

★会員の方は、2018 年 3 月末まですべて無料で視聴できます！ 

★配信は 2018年度以降も継続する予定です 

★会員ではない社会福祉士の方は別途、登録手続きが必要となります。講座は有料となります。 

 

さあ、アクセスしてみよう！！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このページの QR コードはこちら  

なお、スマホによる視聴は可能ですが履歴管理ができないなど機能が制限されますのでご注意下さい。

ユーザーIDとパスワードを入力 

 ※ユーザーID は会員番号です 

 ※生涯研修制度管理システムにログインしたこ

とがある方でパスワードを忘れた方は「こち

ら」をクリック 

 ※生涯研修制度管理システムにまだログインし

ておらず、パスワードがわからない方は日本

社会福祉士会事務局までお問い合わせくださ

い。メールでご連絡いただく場合は、「氏名」

「会員番号」「登録番号」「生年月日」を明記

のうえご連絡ください。 

   TEL：03-3355-6541（平日 9:30～17:30） 

   メール：e-learning@jacsw.or.jp 

 

 

 

 

日本社会福祉士会 HP トップページ 

 

お試し視聴ができます 

ここをクリック ここをクリック 

 



 

e-ラーニング講座 配信中！！（2017年 1月 31日現在） 

講座名 講師・所属（収録時） 

制
度
の
動
向 

児童福祉法等の改正について（2016年 12月 14日収録） 
2016 年の児童福祉法の改正（2016 年 6 月 3 日公布）は、子どもが主体であることを示し、子ど

もの「権利」を明記するなど、理念や原理の見直しが行われました。本講座では、まず児童の権利

についてふれ、そのうえで今回の改正のポイントを講義します。 

本会子ども家庭支援委員会 

委員 

内田宏明氏 （約 90分） 

障害者の権利に関する条約について（2016年 11月 24日収録） 
2006年 12月 13日、第 61回国連総会で採択された「障害者の権利に関する条約」は、日本では

2014年 2月 19日に発効しました。国連議場で繰り返されたフレーズ「私たち抜きに私たちのこと

を決めないで」は計り知れない価値をもたらしました。本講座では障害者権利条約の採択や日本に

おける批准までの経緯、特徴、今後の課題等について講義します。 

日本障害者協議会代表 

藤井克徳氏（約 90分） 

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律について（2016年 11月 13日収録） 
2016年 4月 1日に障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律が施行されました。本講座で

は障害者差別解消法の制定までの経緯及び理念屋目的、内容について講義します。 

本会障がい者支援委員会委員 

竹之内章代氏（約 90分） 

自殺対策基本法の一部を改正する法律について（2016年 11月 16日収録） 
2016年 4月 1日に自殺対策基本法の一部を改正する法律が施行されました。本講座では我が国の

自殺の現状及び自殺対策基本法の改正内容について講義します。 

立命館大学教授 

川野健治氏（約 90分） 

自殺総合対策大綱について（2017年 12月 4日収録） 

自殺総合対策大綱は、自殺対策基本法をもとに政府が行う具体的な対策の指針を示し、概ね 5 年

で見直されます。このたび、2016 年の自殺対策基本法改正の趣旨等をふまえて、2017 年 7 月 25

日に「自殺総合対策大綱～誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して～」が閣議決

定されました。本講座では見直された大綱のポイントと社会福祉士への期待について説明します。 

上智大学グリーフケア研究所 

特別研究員 

小高真美氏（約 90分） 

第 3次犯罪被害者等基本計画について（2016年 12月 14日収録） 
2016年 4月 1日に第 3次犯罪被害者等基本計画が閣議決定されました。本講座では、基本計画の

根拠となっている犯罪被害者等基本法の概要を説明するとともに、第 1次基本計画から踏襲されて

いる 4つの基本方針と 5つの重点課題及び第 3次基本計画の概要等について講義します。 

警察庁長官官房参事官 

阿波亮子氏（約 90分） 

再犯の防止等の推進に関する法律について（2017年 11月 10日収録） 
2016 年 12 月に「再犯の防止等の推進に関する法律」（再犯防止推進法）が成立・施行されまし

た。本講座では当法律が成立するまでの再犯防止に関する最近の主な動きや当法律で規定された再

犯防止推進計画について講義します。 

法務省大臣官房秘書課政策評

価企画室長補佐兼再犯防止推

進室長補佐 

中島祐司氏（約 90分） 

成年後見制度利用促進法の意義と課題（2016年 12月 15日収録） 
成年後見制度の利用の促進に関する法律（成年後見制度利用促進法）が 2016年 5月 13日付けで

施行されました。本講座は、2000 年から施行された成年後見制度の現状と課題、特に障害者権利

条約への対応を成年後見法世界会議における横浜宣言（2016 年改訂版）と合わせて俯瞰し、その

上で成年後見制度利用促進法の意義や社会福祉士及び社会福祉士会に期待することを講義します。 

中央大学教授 

新井誠氏（約 90分） 

地域共生社会の実現に向けた取組と今後の方向性 ～ソーシャルワーク専門職である社会

福祉士への期待～（2017年 11月 12日収録） 

2015 年に厚生労働省から「新たな時代に対応した福祉の提供ビジョン」が報告された後、「ニッ

ポン一億総活躍プラン」に地域共生社会の実現が盛り込まれ、「我が事・丸ごと」地域共生社会実

現本部が設置されるなど、地域共生社会づくりがクローズアップされています。本講座ではそのよ

うな流れの中にある福祉施策の展開や、社会福祉士に求められる役割等について社会保障審議会福

祉部会福祉人材確保専門委員会で審議されている内容等を説明します。 

厚生労働省社会・援護局福祉基

盤課 社会福祉専門官 

添田正揮氏（約 90分） 
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学校における社会福祉士の役割（2016年 11月 26日収録） 
文部科学省は平成 31 年度までにスクールソーシャルワーカー（以下、「SSWer」）を 10,000 名

配置の目標を掲げています。SSWer は原則社会福祉士もしくは精神保健福祉士が担うこととされて

います。本講座では SSWerとして経験豊富な社会福祉士がその役割と支援の実際を講義します。 

本会子ども家庭支援委員会 

委員 

清水剛志氏（約 50分） 

矯正施設における社会福祉士の役割（2016年 11月 26日収録） 
司法領域にも多くの社会福祉士が配置されつつあります。本講座では矯正施設から社会へ戻る際

の支援（出口支援）における、矯正施設に配置された社会福祉士の役割について講義します。 

本会ﾘｰｶﾞﾙ･ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ研究委員

会委員長 

松友了氏（約 30分） 

独立型社会福祉士とは（2017年 12月 27日収録） 
地域を基盤として独立した立場でソーシャルワーク実践する独立型社会福祉士。本講座では、独

立型社会福祉士の沿革、定義と特徴、強みと期待される役割、活動課題と対応について講義します。 

弘前学院大学准教授 

小川幸裕氏（約 90分） 

ソーシャルワーク専門職のグローバル定義（2016年 11月 16日収録） 
2014年 7月メルボルンにおける国際ソーシャルワーカー連盟（IFSW）総会及び国際ソーシャルワ

ーク学校連盟（IASSW）総会にて新しい定義が採択されました。本講座はその概要を講義します。 

日本女子大学教授 

木村真理子氏（約 40分） 

ソーシャルワークデーシンポジウム（2017年 3月 20日収録） 

地域共生社会の実現に向けてソーシャルワークの機能がさまざまな領域で求められている一方

で、地域住民をはじめ、さまざまな職種でソーシャルワークの機能の必要性が言われています。本

シンポジウムではソーシャルワーク専門職である社会福祉士の存在意義と役割を考えます。 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 桜美林大学大学院

教授 白澤政和氏 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ JFSW構成 4団体 

各会長 （約 90分） 

認定社会福祉士を目指そう～経過措置と新たなﾙｰﾄの説明を中心に～（2016年 12月 15日収録） 
認定社会福祉士制度は社会福祉士の研鑽とキャリア形成を支援するとともに、実践力を担保する

制度です。本講座では、認定社会福祉士の取得方法についてわかりやすく講義します。 

本会生涯研修ｾﾝﾀｰ企画･運営委

員会委員長 

前嶋弘氏（約 40分） 

 


